
学校教育目標：「自立」「共生」「成育」「貢献」「國際」を進めます。 発行日 令和元年10月10日

『創立 70 周年アンケート』集計結果！

Q１ 「あなたの家族に『宮中生・宮中卒業生』は、合計何人？」

Q2 「宮田のジャージは好き？」

宮田中だより 創立70周年増刊号
横浜市立宮田中学校 電話045-331-5288

宮田中卒業生は14,891人

保土ヶ谷区の人口は約20万人

宮田中学区の人口は約2万人

宮中生１人と２人で3/4（75％）

しかし、親子２代＝47人

親子３代＝18人

親子４代＝ 2人

親子２代以上で67人（23％）！

けっこうな人数、すごい！

宮中生は、青ジャージが好き！

「大好き」＋「まあまあ好き」で、

約７割。

全員ってわけではない。

人それぞれだから、嫌いでもいい。

好き嫌いは強制することではない。

でも、家に帰ってから

宮ジャーで外出する人

けっこういますね。
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【創立から第一回卒業式まで】～本校学校沿革誌より～

1949 年（S24）1 月 10 日 校舎起工式。宮田中「創立」。

4 月 1 日 保土ヶ谷中学校で入学式を挙行。宮田中「開校」。

4 月 5 日 星川小５教室を借用し始業式。（生徒 188 名、職員 10 名）
6 月 18 日 校舎完成し横浜市に引渡す。宮田中「開校記念日」。

6 月 24 日 新校舎で授業を開始。

1951 年（S26）（校舎工事が一段落。教育内容の充実、校風の樹立を図る機運高揚。）
4 月 23 日 「生徒会発足」

1952 年（S27）3 月 6 日 「校歌制定・生徒会の歌制定」

3 月 17 日 第一回卒業証書授与式（ 198 名）を校庭で挙行。



Q３ 「宮田の自慢は？」・・・339票の回答

Q４ 「あなたの夢は？（大小関わらず、何でも）」
こんな風に生きたい

健康、世界平和、楽しい生活、幸せ、長生き、強くなる、長寿、楽しく生きる、平和、

いい家に住む、家族と安全に過ごす、楽しく生きる、静かに過ごす、何事もなく生きる

こんなことしたい

好きなことしたい、みんなを楽しませる、動物をいっぱい飼う、日本全国の鉄道に乗る、

家中きれいにする、宝くじ当てる、ケーキ 1 ホール食べる、好きな芸能人に会う、
オリンピックに出る、大きな家を買う、アメリカに住む、好きなことをする、

好きな人のライブへ行く、好きな芸能人に会う、色々な所のきれいな写真を撮る、

宝くじ当てる、宇宙に行く、ハワイへ行く、漫画の大人買い、３Ｄソフト扱う、

プログラミング、お金をたくさん稼ぐ、オーロラを見る、 "推し "と遭遇する、
海外に住む、家を建ててもらう、モンハンをやり続ける、ピアノをいっぱい弾く

こんな仕事がしたい

何かを作る、音楽関係、電気関係、動物関係、親の仕事を継ぐ、医療関係、プロ野球関係、

ディズニー、陸上関係、人の役に立つ仕事、スポーツ関係、何か作る、音楽関連、

趣味を生かせる、人を笑顔にする仕事、社会にかかわる仕事、洗い物の仕事、美術系、

カフェを開く、服飾関係、子どもにかかわる仕事、英語にかかわる仕事、

人の役に立つ仕事、海外にかかわる仕事、イラスト関係、楽な仕事、人を笑顔にする仕事

「え～ そんなことはないだろう？」と言う人もいるかも知れませんが、宮中生が見つけ

てくれた339票の自慢です（一人２票の人もあり）。

17位以下は数票ずつですが、「いじめがない、高いところにあって避難できる、広いので

部活がやりやすい、運動神経がいい人がいっぱいいる、一人ひとり個性的、部活が盛ん、面

白い先輩がいる、横浜を一望できる、体育館が涼しい、素道館がある、施設が多い、自分が

いること、横浜に近い、みんなで協力していること、トロフィーがいっぱい、メリハリがあ

る、オリンピックに出た人がいる、みんないい人、面白い先生がいる、校舎が大きい、情熱、

パーカーが着られる、ユニフォームがかっこいい、図書館の本が充実している、荒れてそう

でそうでもない、規則が厳しくない、置き勉、ジャージが青、水泳部がある、先生の授業が

楽しい、強いやつがいる、プールが屋上にある、生徒がつくった宮田中憲章、人数が少ない、

生徒会の歌がある、シンガーソングライター部があること。」

「自販機」ってけっこう人気あるんですね。宮中には、改善しなければならない点や課題

もたくさんあるとは思いますが、お互いに「いいものを認める」というのは、気持ちよいも

のですね。



就きたい職業

ゲームクリエーター、チアリーダー、救命医、教師、生物学者、獣医、コンビニ店員、

警察官、保育士、イラストレーター、ミュージシャン、精神科医、グランドスタッフ、

科学者、バスケット選手、声優、言語聴覚士、野球選手、ファッションデザイナー、

パティシエ、ゲーマー、解剖医、プログラマー、キャビンアテンダント、美容師、漁師

看護師、動物園飼育員、エンジニア、ゲームデザイナー、キャラクターデザイナー、

スポーツ選手、医師、ダンサー、クリエーター、公務員、体操の先生、小説家、絵本作家、

Ｋ－１選手、サラリーマン、トラック運転手、美容師、デザイナー、薬剤師、

芸能マネージャー、理学療法士、歯科医師、衛生管理士、料理人、ピアノの先生、漫画家、

小説家、建築業、総理大臣、水族館飼育員、プロサッカー選手、建築士、

ウエディングプランナー、シンガーソングライター、アーティスト

こんな人になりたい

お金持ち、高学歴、社長、自立した社会人、立派なおとな、 人の役に立つ、元気な人

身近なこと

テストで高得点、スポーツ上達、遅刻や忘れ物なくす、より良い学校をつくる、

まじめになる、宮中自販機買い尽くす、おとなになる、大学に行く、新卒で働く、

宮中自販機に好きな飲物、成績を上げる、平沼高校合格、いい高校へ行く、

バスケを続ける、中学校生活を楽しく送る、バレーを続ける、高校に入学する、大学進学、

志望校に合格する、身長を伸ばす、就職する、

その他

世界を創る、天才、天下統一、川になる、ポケモンマスター、何かを変えたい、

マスターランク、ドラえもんがほしい、海賊王、上原浩氏、世界と戦う

「最近の子どもは夢がない」なんてよく言われていますが、なんのなんの、宮中生はこれ

だけたくさんの夢を語ってくれました。

しかし、全体的には具体的な目標をすらすら言える人はあまり多くいないのも現実です。

言えない人は、あせらなくてもかまいません。まずは、周囲にいる宮中生の「夢」は何なの

かしっかり読んでください。

【宮田中の前身 ～ 横浜市宮田高等小学校・宮田国民学校 ～ 】

創立昭和14年3月10日 廃校昭和22年3月31日

高等科のみの小学校として平沼、保土ケ谷、峰（峯）、宮谷の各小学校の高等科を

収容して横浜市宮田高等小学校と称して創立。

昭和16年宮田国民学校と改称。

昭和19年宮谷国民学校を借用し移転し、校舎を日産重工業に

貸与。

昭和20年5月29日の空襲（横浜大空襲）で校舎全焼。

昭和21年1月宮谷、岡野、星川、保土ケ谷に分割収容して休校。 宮田国民学校（S17）

以後宮谷国民学校で事務処理を行う。

昭和22年新学制の発足により廃校。 ～「横浜市学校沿革誌（1957）」より～

※文中の「高等科」は、小学校6年卒業後に進む2年間の課程。義務教育ではなかった。



Q５ 「最近、人から言われ、『うれしかった言葉』は？（あれば、その理由も）」

☆宮田中の生徒の皆さん、アンケートへの協力、ありがとうございました。

ありがとう（53人！）、勉強頑張って、良く歌えている、やればできる、好きだよ、

かわいい、頭いいね、その絵かわいい～、面白い！、○○さんなら大丈夫だよ、

すごくない？、信頼してる、○○の声 すごく好きだよ、すごい！ちゃんとできてる、

楽しそうだね、テニスうまくなったね、お小遣いあげる、イケメン、すごい、明るい、

○○のこと大好き、学級委員長お疲れさま！、友達になろう！、がんばれ！、頑張れ、

これからもよろしく、うちらいつメンだよ、お前ならできる、すごい（２）、天才やん、

フォームがきれいになった、上手になったね、絵がうまいね、強くなったね、

アオハルしよっ！、○○が心の支え、自信を持て、○○って名字かっこいい、

テスト頑張ろう、良かったね、大好き、賢いね、いいね！、あそぼー！、

あなたには良いところがいっぱいある、ナイスバッティング、ほめ言葉、優しい、面白い、

遅くまで頑張りましたね、性格がいいね、いつも楽しそうだね、運動量すごいな、

お疲れさま、その調子だよ、よく頑張ってるね、テストで万点とったら 1 万円あげる、
いいじゃ～ん、話しやすい、似合ってるね、かっこいい、リーダーシップがある、

堂々としている、ショートが 1 番似合う、天才、神様、かわいいね、やりますねえ、大切、
ギターうまいね、まつ毛長いね、朝早く起きたのね、Ｉ ｌｏｖｅ ｙｏｕ、

頭いい、人間？

どの学年も「ありがとう」が断トツ。感謝される、褒められる、認められる、誘ってもら

うなど、何気ない言葉が嬉しくなり、元気になり、やる気になる。

さてさて、「人から言ってもらえる」だけでなく、「どれだけ言うことができる」かな？

会話、言葉、コミュニケーションは、これから長い人生を豊かに、幸せに生きていく中で

とても大切です。世の中には言わなくても伝わることがあるかも知れませんが、「言わなけ

れば伝わらないこと」もたくさんあります。批判や文句を言うのは簡単ですが、「周囲の人

が元気になる言葉」がすらすら言えるとさらに、宮田中が素晴らしい学校になり、周囲の人

も元気になっていくのではないでしょうか。

【校歌・生徒会歌】

『校歌の由来（本校学校沿革誌より）』

「昭和二十六年度に第三期増築校舎落成し、概ね外形を整

えた。本校は内面も充実しなければならぬ校風の樹立等々

学校の実質的な面に機運が移り、校歌・生徒会の歌を制定

する準備となった。その責任を文化部、国語研究会に委任

し校歌は広く PTA 其の他にも呼びかけたが、その応募は
可とするものなく、結局、国語科研究会の作詞を作曲家

富原薫氏に依頼した。氏は作曲家としては終戦前青少年

国家全国募集の際に当選された新人歌人として、その才

を世に認められた人で、静岡県御殿場市に住い、静岡・

神奈川両県の小中学校の校歌も数多く作曲している。」

当時の楽譜→

『生徒会歌』

１ 光豊けきこの丘に ２ 富士を眺めるこの丘に ３ 港一望この丘に

遥かな願い雲のはて 大地ふみしめ若人の 自由の歌をうたいつゝ

自治の光のあけそめに たゆまぬ努力ひたすらに 高き理想をいだきもて

若き血潮は躍るなり 清き情操をやしなわん 三年の春を漕ぎゆかん


